
申問　：問い合わせ　　：申し込み ※コミセン＝コミュニティセンターの略

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
交
通
網

を
活い

か
し
た
地
域
活
性
化
を
ど
の

よ
う
に
す
べ
き
か
、
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き　

９
月
１３
日
㈭
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
定
員　

２
５
０
人
（
先
着
順
）

□
テ
ー
マ　

リ
ニ
ア
新
駅
と
地
域

づ
く
り

□
講
師　

大
西
達
也
氏
（
㈱
日
本

政
策
投
資
銀
行
地
域
振
興
グ
ル
ー

プ
課
長
）

□
料
金　

無
料

□
そ
の
他　

申
し
込
み
が
必
要

申　
　
　

恵
那
商
工
会
議
所
志
２

６
―
１
２
１
１

　

９
月
１
日
㈯
か
ら
来
年
１
月
３１

日
㈭
ま
で
、
奥
矢
作
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
補
強
工

事
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
は
、
本
館
、
体
育
館
、

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
利
用
は
で
き

ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
。

　
　

奥
矢
作
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
志
５
２
―
２
４
１
１

　

琵
琶
奏
者
の
田
中
旭

き
ょ
く

泉せ
ん

さ
ん
親

子
と
、
市
ふ
る
さ
と
活
性
化
協
力

隊
員
で
ギ
タ
リ
ス
ト
の
中
田
誠せ

い

志じ

さ
ん
親
子
が「
い
に
し
え
か
ら
今
、

そ
し
て
未
来
へ
」
を
テ
ー
マ
に
演

奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

琵
琶
と
ギ
タ
ー
の
親
子
共
演
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１０
月
１５
日
㈪
午
後
６
時

半
開
演
（
午
後
６
時
開
場
）

□
と
こ
ろ　

中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館□
定
員　

１
５
０
人

□
出
演　

田
中
旭
泉
、酒
井
む
い
、

酒
井
自じ

然ね
ん

、
中
田
誠
志
、
中
田
十

じ
ゅ
う

慶け
い□

演
目　

那な

す

の

よ

い

ち

須
與
市
、
地
中
海
の

舞
踏
、
源
、
壇だ

ん

の
浦う

ら

悲ひ

曲
き
ょ
く

□
料
金　

１
０
０
０
円
（
高
校
生

以
下
無
料
・
入
館
料
を
含
む
）

□
入
場
券　

９
月
１３
日
㈭
か
ら
中

山
道
ひ
し
屋
資
料
館
、
恵
那
文
化

セ
ン
タ
ー
、
文
化
課
で
販
売

問　

文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
１
）

　

市
茶
道
連
盟
に
協
力
を
い
た
だ

き
、
中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
の
茶

室
で
呈
茶
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

９
月
１５
日
㈯
午
前
１０
時

―
午
後
３
時
（
な
く
な
り
次
第
終

了
）

□
と
こ
ろ　

中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館□
料
金　

大
人
２
０
０
円
、
小
中

高
生
１
０
０
円
（
入
館
料
）

問　

文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
１
）

　

指
定
管
理
者
制
度
を
適
用
し
て

い
る
城
ケ
丘
保
育
園
と
長
島
保
育

案
内

　

１０
月
１
日
㈪
か
ら
景
観
法
に
基

づ
く
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
景
観
に
携
わ
る
事

業
者
へ
届
出
の
手
続
き
に
つ
い
て

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

９
月
２１
日
㈮
午
後
７
時

―
９
時

□
と
こ
ろ　

東
野
コ
ミ
セ
ン
大
会

議
室

□
対
象　

景
観
に
携
わ
る
事
業
者

　
　

都
市
整
備
課（
内
線
２
３
４
）

　

市
議
会
で
は
市
民
に
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
す
た
め
、
議
場
に
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
を
議
場
や
庁
舎
１
階

フ
ロ
ア
ー
な
ど
に
設
置
し
、
議
会

の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、

議
会
初
日
の
市
長
提
案
説
明
と
一

般
質
問
を
録
画
で
放
送
す
る
予
定

で
す
。

　

ま
ず
は
９
月
議
会
で
試
行
し
、

次
の
議
会
か
ら
本
格
稼
動
し
て
い

き
ま
す
。

　
　

議
会
事
務
局（
内
線
４
０
３
）

　

９
月
か
ら
安
心
安
全
メ
ー
ル

に
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
各
地
域
の

情
報
な
ど
、
市
の
情
報
を
選
択
し

て
受
信
で
き
る
機
能
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。
受
信
し
た
い
情
報
が
あ

る
場
合
は
、
登
録
を
し
て
く
だ
さ

い
。

□
受
信
で
き
る
項
目　

▼
防
災
情

報　

▼
生
活
安
全
情
報　

▼
観
光

情
報　

▼
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら

せ
（
催
し
物
の
案
内
・
空
き
家
と

定
住
情
報
・
緊
急
の
通
行
止
め
情

報
・
断
水
な
ど
の
情
報
）　

▼
選

挙
情
報　

▼
市
内
の
地
域
の
情
報

□
登
録
方
法　

▽
安
心
安
全
メ
ー

ル
を
登
録
済
み
の
方
＝
今
後
配
信

さ
れ
る
メ
ー
ル
の
登
録
情
報
変
更

ペ
ー
ジ
か
ら
変
更
し
ま
す
。（
防

災
情
報
と
生
活
安
全
情
報
の
み
の

配
信
は
、
再
登
録
を
し
な
く
て
も

継
続
し
ま
す
）　

▽
新
規
の
方
＝

本
紙
１６
ペ
ー
ジ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
、en

a- m
ailm

ag
@

su
g

u
m

ail.

com

を
入
力
し
、
空
メ
ー
ル
を
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

防
災
情
報
課
（
内
線
３
１
７
）

　

１０
月
か
ら
３
年
間
に
限
り
、
過

去
１０
年
以
内
の
納
め
忘
れ
た
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
将
来
の
年
金
額
を

増
や
し
た
り
、
年
金
の
受
給
権
に

つ
な
げ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

自
分
の
年
金
記
録
は
、
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
（h

ttp
://w

w
w

.n
en

k
in

.

g
o.jp

）
で
確
認
く
だ
さ
い
。
不

明
な
点
は
、
国
民
年
金
保
険
料
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
（
志
０
５
７
０
―
０

１
１
―
０
５
０
）
か
、
多
治
見
年

金
事
務
所
（
志
０
５
７
２
―
２
２

―
０
２
５
５
）
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

□
そ
の
他　

後
納
制
度
は
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

審
査
の
結
果
、
後
納
制
度
に
よ
る

納
付
を
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
　

保
険
年
金
課
（
内
線
１
４
８
）

　

次
の
地
区
の
地
籍
調
査
が
終
了

し
、
登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。
こ

れ
で
市
内
の
地
籍
調
査
の
登
記
完

了
面
積
は
１
５
４
・
４７
平
方
㌔
と

な
り
、
完
了
率
は
３４
・
１
㌫
と
な

り
ま
し
た
。

【
上
矢
作
町
飯
田
洞
地
区
】

□
調
査
範
囲　

上
矢
作
町
字
間

野
、
上
宇
連
、
下
宇
連
、
萩
原
、

鎌
瀬
、和
田
、紺
屋
井
戸
、上
本
郷
、

下
本
郷
、
大
畑
、
阿
寺
、
兼
定
、

中
根
の
い
ず
れ
も
一
部

□
調
査
面
積　

０
・
６７
平
方
㌔

□
調
査
筆
数　

１
２
７
０
筆

□
登
記
完
了
日　

８
月
６
日

　
　

地
籍
調
査
推
進
室
志 

４
３
―

２
１
１
１
（
内
線
２
３
２
）

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
１０
月
１

日
㈪
現
在
で
就
業
構
造
基
本
調
査

を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
国

民
の
普
段
の
就
業
や
不
就
業
の
状

態
を
詳
細
に
把
握
す
る
こ
と
で
、

雇
用
政
策
や
経
済
政
策
な
ど
に
必

要
な
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
上
旬
か
ら
調
査
員
が
対
象

世
帯
に
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
票

へ
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

企
画
課
（
内
線
３
３
２
）

　

世
界
淡
水
魚
園
水
族
館
「
ア
ク

ア
・
ト
ト
ぎ
ふ
」
で
は
、
敬
老
の

日
特
別
企
画
と
し
て
、
６５
歳
以
上

の
方
の
入
館
料
を
無
料
と
し
ま
す
。

□
と
き　

９
月
１５
日
㈯
―
１７
日
㈪

午
前
９
時
半
―
午
後
６
時　

□
持
ち
物　

年
齢
を
証
明
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

証
な
ど
）
を
持
参
く
だ
さ
い

　
　

ア
ク
ア
・
ト
ト
ぎ
ふ
志
０
５

８
６
―
８
９
―
８
２
０
０

園
の
入
園
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
指
定
管
理
者
制
度
の
概
要
や

申
し
込
み
手
続
き
、
保
育
内
容
の

説
明
、
施
設
見
学
を
行
い
ま
す
。

　

来
年
４
月
以
降
に
入
園
を
希
望

す
る
保
護
者
は
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
こ
ろ
・
と
き　

▽
城
ケ
丘
保

育
園
＝
９
月
１９
日
㈬
午
前
１０
時
―

１１
時　

▽
長
島
保
育
園
＝
９
月
２０

日
㈭
午
前
１０
時
―
１１
時

□
申
し
込
み
期
間　

１０
月
１
日
㈪

―
１０
月
１９
日
㈮

問　

子
育
て
支
援
課
（
内
線
２
２

９
）　

　独立行政法人日本万国博覧会記念機構では、助成を行う公

益的な事業を行う団体を募集しています。

□対象　来年度に公益的な事業を行う団体（個人は対象外）

□事業　次の活動を対象としています。

【国際相互理解の促進に資する活動】

①国際文化交流、国際親善に寄与する活動②学術や教育、社

会福祉、医療、保健衛生に関する国際的な活動③自然の保護

その他人間環境の保全に関する国際的な活動

【文化的活動】

①日本の伝統文化の伝承や振興活動②芸術や地域文化に関す

る活動

□締め切り　１０月１日㈪　（当日消印有効）

□申し込み方法　申請書に必要事項を記入して申し込む

※募集要項は、日本万国博覧会記念機構のウェブサイト
（http://fund.expo70.or.jp/guideline/about_h25.html）から取
得できます
　　　　〒５６５-０８２６大阪府吹田市千里万博公園１番１号

独立行政法人日本万国博覧会記念機構総務部基金課志０６-

６８７６-５５８１
　　文化課志４３-２１１２（内線３２１）

　

市
の
指
定
代
理
金
融
機
関
の
岐

阜
銀
行
が
、
十
六
銀
行
に
９
月
１８

日
㈫
か
ら
統
合
さ
れ
ま
す
。

　

統
合
に
伴
う
、
市
の
口
座
振
替

と
口
座
振
り
込
み
の
手
続
き
は
不

要
で
す
。
十
六
銀
行
の
新
口
座
以

外
に
変
更
し
た
い
と
き
、
口
座
振

替
の
場
合
は
、
金
融
機
関
か
市
役

所
、
口
座
振
り
込
み
の
場
合
は
、

市
役
所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

会
計
課
（
内
線
１
０
９
）

問

▲受信する情報の登録画面

▲長島保育園と園児たち

リ
ニ
ア
を
活
か
し
た
地
域

活
性
化
協
議
会
講
演
会

問 申
・
問

就
業
構
造
基
本
調
査
を
行

い
ま
す

景
観
計
画
の
届
出
に
関
す

る
事
業
者
説
明
会

ひ
し
屋
資
料
館
で
抹
茶
の

提
供

岐
阜
・
十
六
銀
行
の
統
合

に
伴
う
手
続
き
は
不
要

市
議
会
を
映
像
で
配
信

秋
の
風
物
詩

筑
前
琵
琶
演
奏
会
を
開
催

奥
矢
作
レ
ク
セ
ン
タ
ー
を

５
カ
月
間
休
館
し
ま
す

城
ケ
丘
・
長
島
保
育
園
の

入
園
説
明
会
を
開
催

【
お
わ
び
と
訂
正
】

　

本
紙
８
月
１５
日
号
９
㌻
の

「
み
ん
な
で
考
え
る
認
知
症
予

防
の
つ
ど
い
」
の
時
間
を
午
後

０
時
２０
分
か
ら
と
記
載
し
ま
し

た
が
、
正
し
く
は
午
後
１
時
２０

分
か
ら
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
線
１
２
６
）　

案
内

ア
ク
ア
・
ト
ト
ぎ
ふ
で
６５

歳
以
上
の
方
が
入
場
無
料

万国博覧会記念基金が事業に助成

問

問

問

問

上
矢
作
町
飯
田
洞
地
区
の

地
籍
調
査
が
完
了

安
心
安
全
メ
ー
ル
で
新
た

に
市
の
情
報
を
配
信

国
民
年
金
保
険
料
の
納
期

限
の
延
長
が
始
ま
り
ま
す

問

問

問

問問

問問

申・問

問
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み
ん
な
の
掲
示
板

　

実
践
女
子
大
学
・
短
期
大
学

学
長
の
湯ゆ

浅あ
さ

茂し
げ

雄お

氏
が
「
下
田

歌
子
の
知
ら
れ
ざ
る
業
績
」
と

題
し
た
講
演
を
、
同
大
学
食
生

活
科
学
科
教
授
の
松ま

つ

島し
ま

照て
る

彦ひ
こ

氏

が
「
メ
タ
ボ
と
糖
尿
病
」
と
題

し
た
講
演
を
行
い
ま
す
。
同
大

学
生
も
一
緒
に
聴
講
し
ま
す
。

□
と
き　

９
月
１１
日
㈫
午
前
９

時
―
１１
時
半

□
と
こ
ろ　

岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
料
金　

無
料

　
　

実
践
女
子
学
園
総
合
企
画

部
志
０
４
２
―
５
８
５
―
８
８

１
３
、
鈴
木
隆
一
志
０
９
０
―

８
１
３
５
―
２
４
２
１

　

ち
こ
り
村
（
中
津
川
市
）
を

経
営
す
る
サ
ラ
ダ
コ
ス
モ
社
長

の
中な

か

田だ

智と
も

洋ひ
ろ

氏
を
講
師
に
迎
え

「
私
と
佐
藤
一
斎
と
言
志
四
録
」

と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

９
月
１５
日
㈯
午
後
１

時
半
―
３
時

□
と
こ
ろ　

岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
料
金　

２
０
０
円（
資
料
代
）

　
　

い
わ
む
ら
一
斎
塾（
堀
井
）

志
４
３
―
２
０
２
５

□
と
き　

９
月
１８
日
㈫
午
前
１０

時
―
正
午

□
と
こ
ろ　

市
共
同
福
祉
会
館

　
　

露
木
淳
子
志
２
６
―
２
６

６
０

　

農
村
景
観
日
本
一
の
地
（
岩

村
町
富
田
）
で
開
催
す
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
。
コ
ー
ス
各
所
で

湯
茶
や
枝
豆
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
ゴ
ー
ル
で
は
、
こ
の
地
域

の
新
米
３０
㌔
が
当
た
る
抽
選
会

を
行
い
ま
す
。

□
日
に
ち　

９
月
２２
日
㈯

□
受
け
付
け　

午
前
９
時
―
１１

時
（
受
け
付
け
後
ス
タ
ン
プ
帳

を
受
け
取
り
随
時
出
発
）

□
ス
タ
ー
ト　

▽
Ａ
地
点
＝
岩

村
歴
史
資
料
館
前　

▽
Ｂ
地
点

＝
明
知
鉄
道
飯
羽
間
駅

※
Ｂ
地
点
に
は
駐
車
場
が
あ
り

ま
せ
ん

□
ゴ
ー
ル　

ふ
る
さ
と
富
田
会

館（
制
限
時
間
午
後
０
時
４５
分
）

□
料
金　

５
０
０
円
（
中
学
生

以
下
は
３
０
０
円
）

　
　

市
観
光
協
会
岩
村
支
部

（
ふ
れ
あ
い
の
舘
内
）志
４
３
―

４
６
２
２

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き　

１０
月
１１
日
㈭
、
１６
日

㈫
、
１８
日
㈭
、
２３
日
㈫
午
前
９

時
半
―
１１
時
半
（
全
４
回
）

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

と
７

セ
ブ
ン

を
使
い
、
文
字
入
力
や
マ

ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方

な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

を
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

□
料
金　

▽
受
講
料
＝
７
０
０

円　

▽
テ
キ
ス
ト
代
＝
１
０
５

０
円

【
年
賀
状
講
座
第
２
弾
筆
ま
め

と
筆
王
を
使
っ
て
み
よ
う
】 

□
と
き　

１０
月
４
日
、
１１
日
、

１８
日
、
１１
月
１
日
（
木
曜
日
）

午
後
１
時
―
３
時
（
全
４
回
）

□
内
容　

筆
ま
め
か
筆
王
の
ソ

フ
ト
を
使
っ
て
、
は
が
き
の
表

面
と
裏
面
を
作
り
ま
す
。

□
対
象　

文
字
入
力
が
で
き
、

筆
ま
め
か
筆
王
が
入
っ
て
い
る

パ
ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
る
方

□
料
金　

１
０
０
０
円
（
資
料

代
含
む
。
Ｕ
Ｓ
Ｂ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

メ
モ
リ
を
７
５
０
円
で
購
入
す

る
か
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

【
共
通
】

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室 

□
定
員　

１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
申
し
込
み
期
間　

９
月
８
日

㈯
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。
初
め
て
受
講
す
る
方

は
、
９
月
２７
日
㈭
ま
で
に
申
し

込
め
ば
優
先
さ
れ
ま
す
。　
　

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

□
と
き　

▽
ア
ラ
イ
ダ
シ
原
生

林
散
策
＝
１０
月
８
日
㈪
、
２８
日

㈰
、１１
月
４
日
㈰　

▽
大
船
山
・

松
並
木
散
策
＝
１０
月
１４
日
㈰

□
定
員　

各
２０
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

□
料
金　

２
０
０
０
円

□
申
し
込
み
方
法　

①
氏
名
②

住
所
③
電
話
番
号
④
参
加
希
望

日
―
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
電

子
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
寿
の

里
自
然
倶
楽
部
志
思
４
７
―
３

１
５
１
、
死fu

k
u
jy

u
@

n
p
o
si

zen
.en

at.jp

　

中
野
方
商
工
会
青
年
部
で

は
、
第
１０
回
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
「
山
コ
ン
ｉ
ｎ
望
郷
の

森
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

自
然
豊
か
な
笠
置
山
で
新
し
い

出
会
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

□
と
き　

１０
月
２１
日
㈰

□
と
こ
ろ　

望
郷
の
森
（
中
野

方
町
）

□
対
象　

独
身
の
女
性

□
定
員　

２０
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
料
金　

２
０
０
０
円

　
　
　
　

中
野
方
商
工
会
青
年

部
（
山
田
）
志
０
９
０
―
４
０

８
２
―
８
５
０
４

申問　：問い合わせ　　：申し込み ※コミセン＝コミュニティセンターの略

　

防
衛
省
自
衛
隊
で
は
、
平
成
２５

年
４
月
採
用
の
防
衛
大
学
校
、
防

衛
医
科
大
学
校
な
ど
の
入
学
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

□
対
象　

▽
看
護
学
生
＝
高
卒
以

上
で
２４
歳
未
満　

▽
防
衛
大
学
校

学
生
（
一
般
）・
防
衛
医
科
大
学

校
学
生
＝
高
卒
以
上
で
２１
歳
未
満

（
平
成
２５
年
４
月
現
在
）

□
締
め
切
り　

１０
月
１
日
㈪

　
　
　
　

防
衛
省
自
衛
隊
恵
那
地

域
事
務
所
志
２
６
―
４
３
１
０

　

食
生
活
に
つ
い
て
学
び
、
知
識

を
地
域
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

生
か
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
食
生
活
改
善
推
進
員
）
養
成

講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

□
と
き　

１０
月
１２
日
、
２６
日
、
１２

月
１４
日
、
１
月
１８
日
、
２
月
１５
日
、

３
月
１
日
、
１５
日
（
金
曜
日
）
午

前
９
時
半
―
午
後
１
時（
全
７
回
）

□
と
こ
ろ　

中
コ
ミ
セ
ン
調
理
室

□
対
象　

市
内
在
住
で
、
全
講
座

受
講
で
き
る
方

□
定
員　

２０
人
（
先
着
順
）

□
内
容　

栄
養
の
基
礎
知
識
、
健

康
づ
く
り
の
基
本
、
生
活
習
慣
病

予
防
の
食
生
活
な
ど
の
講
義
と
調

理
実
習

※
受
講
修
了
者
は
、
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
の
会
員
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
き
ま
す

□
料
金　

５
０
０
円
程
度
／
回

（
材
料
代
）

□
申
し
込
み
方
法　

９
月
１０
日
㈪

か
ら
２５
日
㈫
に
電
話
で
直
接
申
し

込
む

　
　
　
　

健
康
推
進
課
（
内
線
２

２
２
）

　

市
で
は
、
一
般
業
務
で
使
用
す

る
茶
封
筒
（
長
３
封
筒
）
に
広
告

を
掲
載
す
る
広
告
主
を
募
集
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
新
た
な
財
源
の
確

保
や
広
告
主
な
ど
の
営
業
活
動
の

支
援
な
ど
が
目
的
で
す
。

□
対
象　

法
人
と
個
人

□
募
集
枠　

２
枠

□
内
容　

封
筒
裏
面
に
縦
８
㌢
横

１０
㌢
の
単
色
で
広
告
を
掲
載

□
料
金　

１
枠
５
万
円
か
ら
（
申

し
込
み
後
に
入
札
を
行
い
ま
す
）

□
申
し
込
み
方
法　

所
定
の
申
込

用
紙
に
記
入
の
上
、
財
務
課
に
申

し
込
む

※
用
紙
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http
://w

w
w

.c
ity.e

n
a.lg

.jp
/

）
か

ら
も
取
得
で
き
ま
す

□
締
め
切
り　

９
月
２８
日
㈮㈮

　
　
　
　

財
務
課
（
内
線
３
５
５
）

　

絵
手
紙
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

□
部
門　

子
ど
も
の
部
（
中
学
生

以
下
）、一
般
の
部（
高
校
生
以
上
）

□
テ 

ー 

マ　

▽
子
ど
も
の
部
＝

僕
の
、
私
の
お
気
に
入
り　

▽
一

般
の
部
＝
東
濃
の
じ
ま
ん

□
規
格　

は
が
き
サ
イ
ズ
の
用
紙

を
使
用

□
申
し
込
み　

作
品
の
裏
面
に
、

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
（
学
年
）

④
職
業
（
学
校
名
）
⑤
電
話
番
号

―
を
記
入
し
、
郵
送
か
持
参
す
る

□
締
め
切
り　

１０
月
３１
日
㈬

□
そ
の
他　

用
紙
の
材
質
や
絵
の

具
、
ク
レ
ヨ
ン
、
版
画
な
ど
の
描

画
材
料
は
自
由
で
す
。　
　
　
　

　
　
　
　

〒
５
０
７
―
８
７
０
８

多
治
見
市
上
野
町
５
―
６
８
―
１

県
東
濃
振
興
局
振
興
課
志
０
５
７

２
―
２
３
―
１
１
１
１
（
内
線
２

０
７
）

栄
養
教
室
の
受
講
生

封
筒
の
広
告
主

防
衛
大
学
校
な
ど
の
入
学

試
験
の
受
験
者

ぎ
ふ
東
濃
ア
ー
ト
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
絵
て
が
み
作
品

募
集

申
・
問

実
践
女
子
大
・
短
大
主

催
の
講
演
会
を
開
催

い
わ
む
ら
一
斎
塾

第
３
回
特
別
公
開
講
座

パ
ソ
コ
ン
の
１０
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

父
子
家
庭
の
祖
父
母
会

秋
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ

ア
ー
の
参
加
者
を
募
集

第
１９
回
秋
の
月
待
ち
お

堂
め
ぐ
り
を
開
催

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

の
参
加
者
を
募
集

申
・
問

問

問 問

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

　

私
は
、市
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
「
え

な
ハ
ヤ
シ
」
を
ま
だ
食
べ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
え
な
ハ
ヤ

シ
は
、
祭
り
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
出
店
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
と

き
食
べ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
食
べ
て
い
な
い
人
の
た

め
に
食
べ
歩
き
マ
ッ
プ
を
作
っ

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

こ
と
し
は
国
体
の
年
で
す
。
こ

の
期
に
、
え
な
ハ
ヤ
シ
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
べ
き
で
す
。

（
橋
本
さ
ん
・
岩
村
町
）

　

え
な
ハ
ヤ
シ
は
、
市

内
の
飲
食
店
１０
店
舗
の

店
主
ら
で
組
織
す
る
「
恵
那
ハ

ヤ
シ
ラ
イ
ス
ど
お
～
っ
と
混

む
」
が
、
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
で
恵

那
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
考
案
し

た
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　

市
の
Ｂ
級
グ
ル
メ

と
し
て
、
え
な
ハ
ヤ

シ
の
知
名
度
を
上
げ

る
た
め
、
明
知
鉄
道

の
グ
ル
メ
列
車
で
ハ

ヤ
シ
御
膳
を
提
供
し
た
り
、
祭

り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
出
店
し

た
り
し
て
い
ま
す
。マ
ッ
プ
は
、

作
成
に
向
け
準
備
を
し
て
い
ま

す
。
国
体
で
は
ス
ケ
ー
ト
競
技

大
会
に
出
店
し
、
来
場
者
に
提

供
、
宣
伝
し
ま
し
た
。
１０
月
の

弓
道
競
技
会
に
も
出
店
し
、
宣

伝
し
て
い
き
ま
す
。
９
月
２３
日

㈰
の
み
の
じ
の
み
の
り
祭
り
に

も
、数
店
が
出
店
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

参
加
し
て
い
る
店
舗
ご
と
の

味
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

も
え
な
ハ
ヤ
シ
の
醍だ

い

醐ご

味み

の
一

つ
で
す
。
参
加
店
舗
は
、
え
な

ハ
ヤ
シ
の
の
ぼ
り
が
目
印
で

す
。
ぜ
ひ
一
度
、
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。　

（
観
光
交
流
室
）

▲ミズナラとサワラの共
生木に感動

え
な
ハ
ヤ
シ
食
べ
歩

き
マ
ッ
プ
を
作
っ
て

▲目印ののぼり
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